



How Can University Education Contribute 
to a Local Community ? 
An Issue Presented in a Lecture for “Regional Studies Ⅱ” 
 
中谷 惠子＊ 村瀬 慶紀＊＊ 渡邉 聡＊＊＊ 細井 和彦＊＊＊＊ 富田 寿代＊＊＊＊＊  
Keiko NAKATANI＊, Yoshiki MURASE＊＊, Satoshi WATANABE＊＊＊, 


























＊本学非常勤講師、地域社会学 (Local Community) ＊＊本学専任講師、観光経営学 (Tourism 
Management)＊＊＊本学専任講師、環境・資源経済学(Environmental and Resource Economics) ＊＊






























































 ・フィールドワーク（2015 年 12 月 19 日～20 日） 
   地域の現状の体感 
 ・課題解決に向けたグループ討議 
   一定の人数での検討の方が多様なアイディアを得やすいことの体験 
自らの意見を述べることでの自分なりの整理、他者の考えにふれることでの修正 




   現時点を一つのゴールとした次なる課題解決に向けた方向性の確認 
[フィールドワークでの主な調査先] 
   12 月 19 日 
     道の駅「紀伊長島マンボウ」調査 
     みえ熊野古道商工会（旧紀北町商工会・旧御浜町商工会）調査 
     Ａグループ：きほく里山体験笑楽校 そば打ち体験 
     Ｂグループ：大額株式会社（外国人労働者）調査・技能実習生との交流 
     民宿あずま・道瀬食堂（宿泊 移住漫画家等各自調査） 
   12 月 20 日 
     年末・きいながしま港市調査 
     ＮＨＫ放映で全国に知られるようになった「奇跡の清流“銚子川”」現地視察 







 2014 年に「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界文化遺産に登録されてから 10 年が経過し、
自治体やメディアなどによる地域のＰＲによって、伊勢路では馬越峠や松本峠をはじめと
して観光客の関心が高いといえる。東紀州地域振興公社によると熊野古道を来訪する観光
客は年々増えてきており、世界文化遺産に登録された 2004(平成 16)年においては 150,697
人であったのに対し、2015(平成 27)年においては 428,698 人に増加している。 
 同町の観光入込客数に関しては、「観光レクリエーション入込客数推計書 観光客実態調
査報告書（平成 25 年）」によると、年間で 1,198,898 人が来訪しており、そのうち道の駅
「紀伊長島マンボウ」が年間で 716,236 人と最も多く、次いで、きいながしま港市、道の
駅「海山」の順になっている。なお、昨年 6 月には紀勢自動車道の紀北ＰＡ(始神テラス)


























キャンプ inn 海山 25,352 
きほく七夕物語  7,000 
きほく夏祭り KODO 9,800 
 
続いて東紀州地域における観光客の特性については、同様に「観光レクリエーション入




 実際に紀北町を来訪した観光客の「満足度」は、年々増加してきており、平成 25 年の調
査では「大変満足」が 18.1％から 21.1％に増加し、「満足」が 39.5％から 48.7％に増加し
た。「再来訪意向」に関しては「大変そう思う」が 40.7％から 43.7％に増加した。 
 ところで三重県内の外国人観光客数は、観光庁が行っている「宿泊旅行統計調査(平成
27 年)」の調査結果（確定値）によると、県内の外国人延べ宿泊者総数（従業者数 9 人以










〔出典〕「観光レクリエーション入込客数推計書 観光客実態調査報告書（平成 25 年）」 
     における東紀州地域の施設別観光客入込客数を基に筆者作成 
① みえ熊野古道商工会（旧紀北町商工会・旧御浜町商工会） 
 みえ熊野古道商工会は、旧紀北町商工会と旧御浜町商工会が全国初の「飛び地合併」を























② 「きほく里山体験 笑楽校」でのそば打ち体験 























































































 みえ熊野古道商工会へのヒアリングは、2015 年 12 月 19 日（土）に、インバウンド観光
普及における地域戦略グループ（Ａグループ）と合同で実施した。 
 みえ熊野古道商工会が技能実習生の受け入れを開始したのは、平成 14 年である。以降、
中国の山東省泰安市より受け入れている。長年、年 1 回の募集を行い、技能実習生を集め
ていたが、平成 27 年度からは新たにベトナムからの受け入れも始めた。 
 商工会が行っている実習生関連の事業は、現地での実習生の選抜、現地での研修、来日 
直後の集団研修、実習生派遣後の受入企業間での情報交換、ならびに実習生への生活サポー



































紀北町内にある大額株式会社三重工場へのヒアリングを、2015 年 12 月 19 日（土）に行っ
た。はじめに工場内を見学し、その後、17 人いる技能実習生のうち 9 人へインタビューを
行った。 
2 枚の写真は、インタビュー時の様子である。インタビューした実習生は全員ベトナム










































































開催日時  2016 年 1 月 26 日 13：00～16：00 
開催場所  鈴鹿大学  Ｂ３０１教室（学生成果発表・パネルディスカッション） 
Ｂ３０２教室（ポスターセッション） 















(2)  学生の成果発表（指導：村瀬・渡邉） 




































   






























































































































(6)  アンケート結果から見えてくる大学への期待 
参加者 学生・大学関係者 46 名  学外一般参加者 47 名  計 93 名 
回収率 学生・大学関係者 33％ 学外一般参加者 67％ 
男女別 男性 39％ 女性 61％ 
年 代 ～25 歳 23％、26～35 歳 26％、36～50 歳 14％、 
51～65 歳 20％、66 歳以上 17％と、多様な世代が参加 
集計結果 
満足度評価 
学生の成果発表 65％、ポスターセッション 62.5％、 
パネルディスカッション 72.5％と、いずれの項目も高数値であり、とりわけパネル
ディスカッションは高い評価を得た。 
  自由記述欄の主なご意見 



























  豊富な地域資源の活用 
 とりわけ都市住民が欲しているおしゃれ感覚・本物志向重視 
   家族構成、ライフサイクル等にあった商品開発 
メディアとの連携による情報発信 
  事業の実施による地域の雇用創出 
若き人材への期待 

















































人口急減と自治体消滅 時事通信社編 2015 年 時事通信社 
地方消滅論・地方創生政策を問う 岡田知弘・榊原秀訓・永山利和編 2015 年 自治体研
究社 
地方創生実現ハンドブック 日経トップリーダー編 2015 年 日経ＢＰマーケティング 
地方創生ビジネスの教科書 増田寛也監修 2015 年 文藝春秋 
撤退の農村計画 林直樹・齋藤晋編 2010 年 学芸出版社 
多様性とイノベーション デヴィッド・スターク 2011 年 マグロウヒル・エデュケー
ション 
外国人の法律相談 第一東京弁護士会人権擁護委員会国際人権部会編 2011 年 ぎょう
せい 
よくわかる入管法 山田鐐一・黒木忠正 2006 年 有斐閣 
外国人 研修・技能実習生 支援マニュアル 佐野誠・秋山周二 2013 年 日本加除出版 
ここが困った外国人雇用 前田修身監修 2009 年 第一法規 
 
観光庁『宿泊旅行統計調査』平成 27 年 




東紀州地域振興公社 ホームページ（http://www.kumanokodo-iseji.jp/）2016 年 9 月 24 
日現在 
国際研修協力機構（2014）「外国人技能実習生の死亡事故発生状況」 
（http://www.jitco.or.jp/stop/data/jishu_shibo.pdf）2016 年 9 月 30 日閲覧 
法務省ウェブサイト「技能実習制度の現状」 
（http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11800000-Shokugyounouryokukai
hatsukyoku/0000088804.pdf） 2016 年 9 月 30 日閲覧 
朝日新聞ウェブサイト「外国人技能実習生、労災とまらず千人超 過労死手続きも」2015 
年 7 月 13 日付記事（http://www.asahi.com/articles/ASH784WBYH78OHGB00D.html）
2016 年 9 月 30 日閲覧 
産経新聞ウェブサイト（2015）「外国人の技能実習生 2 万 5 千人が失踪、入管「深刻な題」、
過去 10 年間、平成 26 年は最多 4,800 人」2015 年 3 月 7 日付記事 
（http://www.sankei.com/west/news/150307/wst1503070026-n1.html） 2016 年 9 月
30 日閲覧 
